
コンクリートプラントによる放射量の差（イメージ）
（放射予想グラフを簡略化しています）
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「長野県立美術館における収蔵・展示環境の確保」 清水・新津建設共同企業体 現場代理人　杉山　和弥

　長野県立美術館(旧信濃美術館)の建築施工にあたり最
も注意を払った点は、「収蔵・展示環境を確保する」ことで
す。通常二回の夏を越して確保できる環境を(プロジェクトの
性質上)今回はひと夏で達成する必要があり、アンモニア・
酢酸・ギ酸の化学物質を開館までに東京文化財研究所が
推奨する濃度（それぞれ30、170、10 ppb ）以下にすることが
求められました。
　展示・収蔵の空気質環境を確保していくうえで管理が難
しいといわれる化学物質はアンモニアであり、主にコンク
リート躯体から放散されることで知られています。アンモニア
は美術作品を変色させるため、コンクリートを早期から管理
し、抑制策を講じる必要がありました。アンモニアの対策法
は「発生抑制」、「除去」、「測定管理」、「持込管理」があり、そ
れぞれに対策しつつ、進捗を測定し見える化することで基準
値までの達成度合いを把握しながら工事を進めました。
【展示・収蔵環境を優先した施工計画の工夫】
　収蔵庫や主要展示室、主要機械室が含まれるエリアの躯
体(図中「A工区」)を先行することで「躯体枯らし期間（空気
中の化学物質を目標値以下に抑えるための減衰期間）」の
確保に努めました。 (図1)
【発生抑制・除去の工夫】
　アンモニアは、コンクリートの配合計画により放散量に大
きな差が出ることが知られています。材料個々(セメント、細
骨材、粗骨材、混和材)の放散量を測定し、工事着手前に

データ分析し最
適な「低アンモニ
アコンクリート」の
配合プラントを選
定することで、放
散量を減らしまし
た。(図2)

　また、放散を促進させるうえで重要となるのが、「放散促進
サイクル工程の管理」でした。コンクリート打設・型枠脱型後
には散水を実施し、躯体の散水養生を兼ねつつ、アンモニ
ア溶出を促し仮設ポンプで排出しました。散水を2週間おこ
なった後は送風機で新鮮外気を送気し、さらなる放散を促
進させました。(図3)
【発生抑制、除去、測定管理、持込管理の工夫】
　内装計画に合わせて、各室の仕上材料の使用総量や空
間体積（気積）・換気能力などを算定し、意匠性や使い勝手
を考慮しながら、最適なバランスを模索しました。選定した材
料データを基にシミュレーションを行い、各物質の放散量を
経時変化で示した予測グラフを作成しました。予想グラフに
対する実際の放散量を精密測定し、分析したデータを予測
グラフと重ね、現状の減衰度合いをリアルタイムで把握しな
がら工事を進めました。工事期間中は、化学物質を多く含む
建材を収蔵庫や展示室に長期ストックしないなどの管理を
徹底し、室内環境の向上に努めました。予定通りの進捗で
化学物質の減衰しない部屋は「仮設ケミカルフィルタ」で強
制的に除去し、予定の空気質に早期に到達させました。
　躯体・仕上の各工程において目安の空気質環境をクリア
しながら施工を進めることで、確実に竣工引渡し前にすべて
の化学物質の濃度の目標を達成することができました。計
画・プロセスや取り組みの結果を
設計監理者、施主、美術館ユー
ザーなどと共有しながらよりよい収
蔵・展示環境を目指し、一体感を
もって施工できたことはこのプロ
ジェクトの最大の強みであったと
実感しています。
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上：（図2）低アンモニアコンクリートの効果

右：（図1）マスター工程表と実際の工事進

捗写真

下：（図3） 放散促進サイクル工程の管理
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地域材を考える
夏のセミナー
幹事会（第 2 回）
技術交流会、建築家の日常を語る会
長野県林業大学校構造見学会

仕事を語る会
幹事会（第 3 回）
冬のセミナ－
幹事会（第 4 回）

建築祭
信州の建築家とつくる家「第17 集」発刊予定

　まちなみウォッチング
「戸隠（中社周辺）」の
報告です。30名が参加
しました。
長野市教育委員会文
化材課の塚原様に戸
隠の歴史・伝統的建
造物群保存地区制度
と街なみ環境整備事

業を活用した歴史的町並みの保存についてのレクチャーをしていただ
き、引き続いて、塚原様、高倉様、都市整備部歴史的まちなみ整備室
の石黒様、3人に中社周辺の案内をしていただきました。
　戸隠信仰は、古代以来の地主神で水を司る九頭龍神に対する信
仰と平安時代以降の修験道が習合して発展した。平安時代末には学
門行者が戸隠山を開山し、現在の奥社、中社、宝光社につながる三
院（奥院［本院］、中院、宝光院）が整えられたのは、11世紀後半から
末にかけて設けられたとされている。明治維新により神仏判然令が発
布されると、明治元年に戸隠神社が発足し、旧衆徒はすべて僧から神
官となった。戸隠では近代以降も御師の活動が継続することとなり、古
くからの宿坊が維持されるとともに、近代以降も旧来にならった宿坊
が建てられ、近世の門前町としての町並みを維持することができた。平
成29年2月に県内では7地区目、宿坊群としては全国で初めての伝統
的建造物群保存地区とされている。平成24年中社区・宝光社区をは
じめ、各種団体が参画して「戸隠中社・宝光社地区まちづくり協議会」
が発足し、地区住民の意識向上を図って歴史的遺産を活かしたまち
づくりを推進するための活動がなされている。長野市では伝統的建造
物群保存地区制度と街なみ環境整備事業を活用した歴史的町並み
の保存について進めている。
　伝建制度の仕組みは伝建地区内のすべての建造物が対象となり、
伝統的な様式で建てられた特定物件と非特定物件があり、特定物件
は歴史的重要建造物として、原則、取り壊し不可、内部に関しては改
修可能だが、外観については調査の上、伝統的形式を回復するため
の復元修理としている。一方、非特定物件は外観に地区の特性を反
映して修景基準が定められている。屋敷構えでいうと、社家（御師家）：

宿坊の屋敷と在家：農家や
商家で大きく分けられる。お
昼をいただいた極意家は社
家で特定物件になり、登録有
形文化財としても登録をして
いる。入母屋造の茅葺で、玄
関を入って正面に神殿があ
るのが戸隠の宿坊の特徴
で、塚原さんより詳細な説明
をしていただいた。また、神原
家は今年度より修理が開始されちょうど今は足場がかかった状況で
した。非特定物件に関しては修景基準が定められており、例えば「エリ
ア内の周囲の伝統的建造物に合わせる」であったり「色は茶系又は
黒色とする」等の文言で示されてはいるが、住民から実際にどのように
直していくのが良いのかという問い合わせが多いことを受け、昨年、北
信エリアのヘリテージマネージャーを中心に社家や、在家等の修景を
具体的な絵にすることによって、修景事業を進めやすくしていくガイドラ
インを1年かけて作成している。今年冊子になり、皆さんの手元に届くよ
うですが、そのイメージに従って、山口屋さんは補助金に頼らず自費で
改修工事を行っている。修理事業には多額の費用と時間を要するた
め、長い年月がかかる。徳武家や中社学習館はワーケーションの場と
して検討が進められているなど、地域の方 と々行政が一体となって少

しずつ戸隠の
歴史を未来に
つなげつつ、
これからの活
気のある戸隠
を作り出して
いくように感じ
ました。
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宿坊極意家で昼食

　第５波少し手前。無事開催された夏のセミナーに参加し、初めて県立美術
館に訪れました。建築家の思いと施工者の技術から誕生した見事なまでの納
まりの数々に感心します。こういうことは、生で体感するのが一番だと思います
が、杉山氏からは見える部分からでは読み取れない、内面の技術的な記事を
いただきました。まだ見学されていない方は、今回の記事を一読いただいて施
設を見に行けば、また違った見え方になるかと思います。 鈴木　敏之

新 入 会 員 紹 介新 入 会 員 紹 介
正会員正会員

　2021 年夏のセミナー長野県立美術館見学／技術
交流会から参加・入会いたしました、久米勇一と申
します。武蔵工業大学を 1985 年に卒業、宮本忠長
建築設計事務所に入社 36 年目となりました。ホーム
ページより「JIAのおもな活動」「歴史」「建築家憲章」
を知り、建築を目指し歩み始めた頃の純粋な気持ち
を思い緊張感からか手に汗を握りました。

　初心に経ちかえり社会の為、「たゆみない研鑽」と「倫理の堅持」
を自らの課題として貢献してまいりたいと思います。JIA 長野県クラブ皆
様の精力的で中味の濃い活動に対して目を見張っており、自分ひとりで
はできないことを皆様と共に在ることで少しでも実現できればと存じま
す。何卒よろしくお願い申し上げます。

株式会社宮本忠長建築設計事務所 久米　勇一

  5 月21日（金）…
  7 月30日（金）…
  8 月 10日（火）…

  9 月14日（火）…

10月12日（火）…
11月 9 日（火）…
12月 3 日（金）…
 1 月11日（火）…
 2 月26日（土）～27日（日）…
 3月25日（金）…

法人協力会員法人協力会員
　弊社は平成 13 年創業以来、体育施設・文教施
設における内装床システム・内装緩衝壁システムを
メインに、体育器具や遊具の提案・販売施工をさ
せていただいております。
　体育施設におきましては先日に開催されました東
京オリンピックでの日本人選手の活躍で、競技者に
限らず一般の方のスポーツへの関心が高まっており、

弊社といたしましては最先端で高水準はもとより、安心安全にスポーツ
を楽しめるような施設の設備を提案できるよう努力してまいります。
　新たな出会いと今までの経験を活かし、皆様のお役に立てるよう活
動していきたいと思います。よろしくお願いいたします。

有限会社エムケーワイ 専務取締役 山田　啓介


